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　医療連携は，それぞれの医療機関が施設の実情や
地域の医療状況に応じて，その機能の分担と専門化
を進めるとともに，専門診療科間で相互の綿密なつ
ながりを構築し，疾患の予防や治療を効率化するこ
とによって，患者さんが最善な医療を受けられるこ
とを目的としております．
　昭和大学では，地域の医療機関と密接な連携を図
るとともに，学部を越えた連携体制を組織し，より
高度で充実した医療を推進してまいりました．
　歯学部におきましても，口腔の健康が全身状態へ
与える影響に関する科学的エビデンスが蓄積される
中で，いち早く，口腔衛生学講座や地域連携歯科，
口腔リハビリテーション科が，口腔ケアや口腔リハ
の重要性を内外に示し，各附属病院との連携をはじ
めとして地域の医療を担う歯科医院や高齢者施設等
との協力体制を積極的に築いて来ております．
　また，歯学部創設当初から口唇口蓋裂などの先天
異常疾患に関する医歯学の集学的治療も開始され，
世界をリードする成果が生まれております．さら
に，最近では，口腔腫瘍に対する医歯学合同チーム
の創設という他に類を見ない体制が創出され，今ま
で実現され得なかった理想的な診療が素晴らしい実
績を重ねております．また，歯科麻酔科では附属病
院との活発な人材交流を通して，数多くの外科系診
療の支援に大きく寄与しております．
　これらの全ては，まさに，医系総合大学であれば
こそ実現されたものです．
　学内においては，富士吉田からの学友同士から，
部活の先輩後輩，新しいふるさと会のメンバー等々，
人と人とのパーソナルな繋がりも多くの現場で円滑
な連携をもたらしてくれております．そして，学外
との連携におきましても，歯科病院の専門診療科の
協力を請われる機会も多く，地域歯科医師会や同窓
生からの紹介が年々増加しております．
　われわれ歯学部が有する歯科診療技術や人材が，
社会に求められる，より高度な医療を実現するため
の一翼を担えることは大きな誇りであり，歯学部教
育が目指すべきミッションでもあります．
　そして，これまでの経験から認識された，各領域
における連携を成功させるための条件には以下のよ
うなものが挙げられます．
　1）連携相手が何を求めているかを具体的に知る
ための意見交換を頻繁に行い，連携の内容や規模に
柔軟性をもって運用すること．2）中心となって牽
引する人物を双方から選び，それぞれの事情を忌憚
なく話せる環境を作ること．3）お互いの機関や領
域を理解するために，勉強会や報告会を定期的に開
催すること．4）診療に関わる全ての職種の若手な
ど最前線からの意見を広く聴くこと．5）トラブル
や難治症例を隠すことなく失敗事例から学ぶ姿勢を
徹底させること．
　今後もさらに，連携の質と緊密さを向上させ，学
部としてのきめ細やかな支援を心がけてアクティビ
ティを賦活したいと考えます．
　皆様のより一層のご理解とご協力を賜るよう，心
よりお願い申し上げて，巻頭言とさせて頂きます．
